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江東区森下文化センターでは、明治期の深川森下にあった陶磁器工場『

瓢
ひょう

池
ち

園
え ん

』の設立 150 年を記念したパネル展示と関連講座（全３回）を開

催します。現在は工場跡地が公園となり、江東区登録史跡の紹介板が森下

文化センター敷地の隣にあるのみとなっています。 

瓢
ひょう

池
ち

園
え ん

と同時期、明治 23 年には、渋沢栄一・浅野総一郎が出資した「

旭
あさひ

焼
や き

組合
くみあい

」により、東京深川区東元町旭焼製造場が設立、暖炉装飾用の

陶板やタイルが制作されました。 

本展示では、江東区にあった２つの工場を紹介し、オールドノリタケの 

ルーツのひとつとなった、陶磁器製造の歴史や陶磁器の魅力を、旭焼製造

場で実際に作られたタイルの実物展示とパネル展示でご紹介します。 

>実物展示「旭
あさひ

焼
や き

 釉下
ゆ う か

彩
さ い

葡萄
ぶ ど う

栗鼠図
り す ず

タイル」（画像右） 

１枚のタイルは 15 センチ四方ほどの大きさです。ぶどうの葉からこち

らをのぞくような可愛らしいリスの表情やふわふわのしっぽ、５枚組で表

現された絵画の世界は一見の価値があります。このタイルは、旭焼の創始

者であり、近代窯業の父と称されるゴッドフリート・ワグネル博士が創設し

た東京工業大学（前身・東京職工学校）が所蔵するものです。東京工業大学

の協力により、この実物展示が実現しました。 

パネル展示では、額皿や壺、陶板などに絵付けされた作品を紹介しま

す。当時、隅田川流域で栄えた 吾妻
あ ず ま

焼
や き

（のちに旭焼と改称）や瓢池園で描

かれた絵付けの技術や芸術性の高さがうかがえます。 

 

【展示】 入場無料 

会期 2023 年１０月１４日（土）～１０月３１日（火）  

※１０月１６日（月）は休館日 

時間 9:00～21:00 いつでも夜間 OK、お仕事帰りにご覧いただけます 

会場  森下文化センター1 階展示ロビー 

 

江東区森下文化センター 田河水泡・のらくろ館 

 

深川で生まれたジャポニスム 

幻の陶磁器絵付け工場『瓢池園（ひょうちえん）』パネル展示と関連講座を開催 

 

旭焼 釉下彩葡萄栗鼠図タイル（五枚組） 

荒木探令（1857-1931）画 

東京工業大学所蔵 

※「大日本東京深川区東元町旭焼製造

場」陽刻銘 
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【展示関連講座】深川で生まれたジャポニスム 幻の陶磁器絵付け工場『瓢池園』 

今回の展示を、より深く味わうために、全

３回で関連講座を実施します。 

本講座では、深川東京モダン館管理事務所

副所長の龍澤潤さんと美術史家の森谷美保

を講師に迎え、150 年前の深川を紐解き、

なぜ陶磁器の絵付け工場が「幻」と言われた

のか、隅田川流域の土地の歴史や陶磁器の

魅力や日本画の芸術性などについて、その時

代背景から探ります。 

明治９年、フィラデルフィア万博以降の万

国博覧会で人気を博した瓢池園製の陶磁器。

諸外国で人気となった理由に迫り、現代に受

け継がれる「日本的な文化」に触れてみませんか。 

芸術の秋、展示とあわせてご参加ください。 

 

【講座】深川で生まれたジャポニスム 幻の陶磁器絵付け工場 

『瓢池園』 

日程 全３回 水曜 14:00～15:30 

１０月２５日（水） 「瓢池園の設立」 

講師：龍澤潤（深川東京モダン館管理事務所副所長） 

１１月 ８日（水）  「瓢池園で作られた陶磁器①」  

１１月２２日（水） 「瓢池園で作られた陶磁器②」 

講師：森谷美保（美術史家、実践女子大学・学習院大学 

非常勤講師）  

会場 森下文化センター2 階多目的ホール 

定員 ８０名 ※事前申込制、先着順で受付 

料金  受講料 3,000 円・教材費 200 円（全３回分） 

 

----------------------------------------------------------------------------------------------- 

【お問合せ】 

江東区森下文化センター 

東京都江東区森下 3-12-17  地下鉄「森下」、「清澄白河」駅より徒歩 8 分 

TEL:03-5600-8666  FAX:03-5600-8677 （担当 米澤・田澤） 

 

【主催】 公益財団法人江東区文化コミュニティ財団 江東区森下文化センター 

http://www.kcf.or.jp/morishita/event/detail/?id=6534 （展示） 

https://www.kcf.or.jp/morishita/koza/detail/?id=2360 (講座) 

染付上絵金彩浦島太郎図花瓶 

横山美術館所蔵（愛知県名古屋市） 

※パネル展示となります。 

森下文化センター敷地の隣にある区登録史跡の紹介板 

http://www.kcf.or.jp/morishita/event/detail/?id=6534
https://www.kcf.or.jp/morishita/koza/detail/?id=2360

